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	JODS  Autumn Convention
	OCTOBER 25TH,2026 10:00~17:00 VISION CENTER TAMACHI
	Perio×Implant×Digital
	安藤 壮吾先生
	雨宮 啓先生
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	PERIO×IMPLANT×DIGITAL

	THEME 1
	KEI
	天然歯の保存に大切なインプラント・矯正治療 藤沢歯科ペリオ・インプラントセンター　雨宮　啓
	AMEMIYA
	歯周病やう蝕が進行している患者さんを拝見する度に、天然歯を保存するか、抜歯してインプラント治療するか、今でも悩みは尽きません。現在では、歯周病が進行していても条件が揃えば歯周組織再生療法を適応し、咀嚼改善のためのインプラント治療、歯列改善に矯正治療を行うことで天然歯の予知性を高めることができる時代です。しかし一方で、歯周病が重症化した患者では将来の歯周病の再発やインプラント周囲炎、矯正治療による天然歯周囲組織の骨吸収といったリスクがあることから、天然歯の予知性とインプラント治療、矯正治療による将来予測を考慮した治療計画が大切だと考えます。そこで今回、インプラント・矯正治療がもたらす天然歯保存の可能性について症例を提示し、その治療戦略について考察します。


	THEME 2
	補綴臨床におけるデジタルワークフローの可能性に挑む なみき通り歯科矯正歯科　安藤壮吾
	SHOGO
	近年の補綴治療は、デジタル技術の飛躍的な進歩により大きな転換期を迎えています。CT、CAD/CAM、口腔内スキャナー（IOS）、3Dプリンターといったデジタルツールの普及は、補綴治療の精度と効率を向上させ、従来は高度な経験を要した咬合再構成においても、機能性と審美性の両立を高い予知性のもとで実現することを可能としました。 一方で、超高齢社会を迎えた現在、補綴治療は単なる形態回復にとどまらず、「口腔機能低下症」への対応や、咀嚼·嚥下·発音といった機能の回復、さらには気道を含む全身機能との関連性を視野に入れた包括的な評価が求められています。近年では、フェイススキャンやCTデータを活用することで、歯列·顎位のみならず、顔貌バランスや気道容積といった機能的要素の可視化が可能となり、補綴設計の新たな判断指標として注目されています。 本セッションでは、日常臨床においてデジタル技術とアナログ技術を併用し、シンプルな症例から高度なインプラント補綴症例までの実際の治療プロトコールを提示いたします。特に、口腔機能低下症や気道評価といった"機能の可視化"を補綴設計にどう取り入れているかを中心に、現時点でのデジタル技術の到達点とその限界を踏まえ、今後の補綴·インプラント治療の方向性について考察したいと考えています。
	ANDO



	TIME TABLE
	10:00〜10:05 代表挨拶 10:05〜12:45 先生講演 12:45〜12:50 協賛業者挨拶 12:50〜13:30 ランチョンセミナー 13:35〜14:15 会員発表（・） 14:20〜17:00 先生講演
	※コンベンション終了後、講師を交えて懇親会を行います。 参加希望の方は登録フォームまたはJODSメンバーにお声掛けください。 ※質疑応答のお時間も設けております。
	JODS事務局係　住所：東京都墨田区江東橋1-11-7 錦糸町スマイル歯科クリニック　　　TEL：03-5600-4182　 FAX:03-5600-4186 《振込先》　みずほ銀行　西葛西支店561 　普通口座　1364131 一般社団法人JODS代表理事 芦澤仁



